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第１ 計画策定の趣旨

平成 24 年（2012 年）に策定した第 7期

計画の 10 年間で国や地方を取り巻く社

会・経済情勢は大きく変化しています。特

に急速なグローバル※化やスマートフォン

の普及、また人工知能など高度情報化の進

展は、わたしたちのライフスタイルや価値

観、コミュニティの在り方を多様化し、急

速に変化させています。

今後、地方においてもさらなる産業構造

や働き方の変化、教育や学びのスタイルの

変化、自動運転化に伴う地域交通や人々の

移動の変化、医療や福祉サービスの変化、

キャッシュレス※化に伴う金融インフラの

変化など、地域の暮らしに関わる様々な分

野で変化が顕在化していくと予想されます。

これまで経験してきた少子高齢化や人口

減少の進展に対応しながら、急速に変化す

る未来に向けて、これまで以上に、町民と

行政が協働し、新しい時代の変化や課題に

柔軟に対応することで、将来にわたって持

続可能なまちづくりを進めることが求めら

れています。

社会情勢などの変化に対応しながら、町

自治基本条例に則り、町政を総合的かつ計

画的なまちづくりの推進を図るために、令

和 4 年度（2022 年度）から 10年間のまち

づくりの方針となる、「第 8期中頓別町総合

計画」を策定します。また、デジタル・ト

ランスフォーメーション※関連の第 1 歩と

して今回の計画本編はウェブサイトを構築

し、スマートフォン等で詳細を閲覧してい

ただく仕組みを導入し、小学生からでも馴

染みやすく手軽に計画を見てもらえるデザ

インとします。

1.計画の構成

総合計画はまちづくりをするための最上

位計画と位置づけ、行政の運営にあたらな

ければなりません。重要な取り組みを展開

する際には実施計画に連動する行動計画を

まとめるなど、適宜定めることとします。

地方自治法の一部を改正する法律（平成

23 年法律第 35 号平成 23 年 8 月 1 日施行）

により、基本構想の策定を義務付けしてい

た規定が廃止され、各自治体の判断により

計画を構成することとなりました。

そこで、平成 23年 3月に制定された「中

頓別町自治基本条例」を基本に、町民、議会

及び行政が連携して、第 8期中頓別町総合

計画を定めることとし、構成は基本構想と

基本計画を一体化して、「基本計画」及び「実

施計画」で構成します。

第７期の体系

第８期の体系

2.基本計画

将来像やまちづくりの基本的考え方等を

受けて、それを実現するために必要な具体

的な施策を明らかにするものです。

・まちの将来像

・人口フレーム※

・まちづくりの基本的考え方

・政策目標

・町民アイデア「７つのアクション」

基本構想

基本計画

実施計画

基本計画

実施計画
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・行政主導の「重点プロジェクト」

・施策体系別の目標

3.実施計画

基本計画やこれを補完する分野別計画等

に示された施策を具体化する事務事業の実

施について、財政状況や緊急性、優先度等

を勘案して毎年度見直しします。

また、各課連携など重点プロジェクトの

推進のため、必要に応じて行動計画を定め

ます。

4.計画の期間

【総合計画】

・令和 4（2022）年 4月 1日～

令和 14（2032）年 3月 31 日

【実施計画】

・当初から概ね 5年間で前期、６年目以降

を後期とする。

・原則、各年度の前年度 3月末までに見直

しを行う。

・行動計画を必要に応じて定めることとし、

適宜見直しを行う。

第２ まちのこと

1.まちの現状

１）位置・地勢

～北緯 45 度～

まちのシンボル「ピンネシリ岳」

中頓別は、北海道の最北にある宗谷管内

に属し、北緯45 度線上に位置しています。

北海道第2の都市である旭川市まで約170

km、総合病院のある名寄市へは約90kmの距

離があります。

まちの中央部には、標高703ｍの敏音知

（ピンネシリ）岳がそびえ、まちのンボル

となっています。

周囲を自然豊かな山々に囲まれており、

これらの山々に水源を発する支流が合わさ

り、まちを流れる頓別川と兵知安川になっ

ています。

この流域に平らな土地や緩やかな丘が広

がっており、市街地や集落が形成されてい

ます。

２）歴史

砂金の発見により
はじまった開発
中頓別町の開発は、1897（明治 30）年

頃に頓別川で砂金が発見されたことに始ま

り、頓別川一帯には、砂金採取に入り込む

者が急増。その後、開拓が本格的に始まり

ます。

▶ 1900（明治 33）年に開拓が本格化し、翌

年楢原民之助により中頓別の農耕が始

まる。

▶ 1916（大正 5）年、宗谷線鉄道（旧天北

線）が中頓別まで開通し、翌年中頓別郵

便局 が設置され、中頓別小学校が開校

した。

▶ 1949（昭和 24）年 11 月 1 日に、中頓別

は村から町へと変わり、町立国保病院や
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農業高校ができたこの頃、家の数は

1,351 戸、人口は 7,492 人だった。農業

は、1956（昭和 31）年頃から牛を中心と

した「酪農」に力を入れるようになる。

▶ 1975（昭和 50）年頃になると、養護老人

ホームや町民センターが建てられ、図書

館や郷土資料館、寿公園などが整えられ

た。一方、1989（平成元）年 5月 1日に

鉄道が廃線となり、代替バスの運行が始

まった。

▶ 2019（令和元）年、町開拓 110 年・町政

施行 70 周年を迎えた。

３）気候

～気温差 60℃～

四季折々の景色を楽しむ豊富な行事

春 平野部から雪がなくなる4月中旬、酪農

家がトラクターで肥料をまき始めます。

だんだん暖かくなってくると行者にんに

くが芽吹き始め、タラの芽など山菜が収

穫できるようになります。

桜はゴールデンウィーク頃に咲き、6

月には鍾乳洞まつりが開催されます。

夏 まもなくしてピンネシリ岳で山開きが

行われます。牧草地で採草が始まりま

す。8月には夏の大イベント「北緯45度

夏まつり」が開催されます。30℃を超え

る日もありますが、キャンプやバーベキ

ュー、魚釣りなどアウトドアが楽しめま

す。

秋 暑さが落ち着く頃、牧草地では草の刈

り取りが終盤を迎えます。森林が紅葉で

彩り鮮やかになり、美しい風景が広がり

ます。山にはキノコがはえ、川にはサク

ラマスが泳ぐ姿もみられます。

冬 ピンネシリ岳の峰に初雪が降り、例年

11月中旬には平野部で積雪があります。

寿スキー場でスキーやスノーボードを楽

しむこともできます。1月末には、冬の

大イベント「北緯45度しばれまつり」が

開催され、雪像が立ち並ぶ中、かんじき

二人三脚などが楽しめます。オホーツク

海に流氷が来る頃には氷点下30℃を下回

る気温が観測されます。

４）人口

人口減少の時代に、

豊かさ・楽しさが凝縮した暮らしを

2015（平成27）年の中頓別町の年齢別人

口構成比率は次の通りです。

【0～14歳の年少人口比率】

8.8%（全国12.6％）

【15～64歳の生産年齢人口比率】

51.0%（全国60.7%）

【65歳以上の老年人口比率】

37.8%（全国比26.6%）

2015（平成27）年以降、年少人口及び生

産年齢人口は、同程度の割合で減少を続け

ています。老年人口は 2010（平成22）年か

ら緩やかに減少傾向に転じているが、2025

（令和7）年には生産年齢人口を超え、最も

多い人口構成区分となる見込みです。
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「自然増減（出生と死亡の差により生じる

増減）」については、自然減の傾向が続いてい

ます。「社会増減（転入と転出の差により生じ

る増減）」についても転出超過の傾向です。

５）産業別人口

医療・福祉、農業が基幹産業

2015年の男女別では、男性で多い順に

「農業」、「公務」、「医療、福祉」、女性で

は「医療・福祉」、「農業」、「卸売業・小売

業」の順となっています。

６）交通

重要性が高まる新たな交通体系

中頓別町は、最も近い空港がある稚内市

までは約100km、旭川市までは約170km、札

幌市までは約310km です。

1989（平成元）年に鉄道が廃線となり、

地域を運行している路線バスは１路線のみ

です。

そのため、多くの町民が自家用車を保有

していますが、高齢になると運転が難しく

なる場合もあります。

そのため新たな交通体系の確保として、

自家用車の乗り合いを実施するライドシェ

ア事業に取り組んでいます。


